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表記規則
次の項では、 この文書で使用されている表記規則について説明し ます。

注、 注意、 および警告
このガイ ド の全体にわたっ て、 文章にアイ コ ンが付いている場合があ り ます。 これらの文章は注、 注意、 および警告を
示し、 次のよ う に使用されています。

Å警告 ： その指示に従わない と、 人体への傷害や生命の危険を引き起こす恐れがある と い う警告事項を表し ます。

Ä注意 ： その指示に従わない と、 装置の損傷やデータの損失を引き起こす恐れがある と い う注意事項を表し ます。

✎ 注 ： 補足情報を表し ます。
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1
製品の特長

HP LCDモニタ
HP LCD （液晶デ ィ スプレ イ） モニ タ では、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス方式の薄膜 ト ラ ンジス タ （TFT） 画面を採用し ていま  

す。 このガイ ド では、 次のモデルについて説明し ます。

■ vp15 LCDモニ タ

■ vp17 LCDモニ タ

■ vp19 LCDモニ タ

■ FP1707 LCDモニ タ

■ WF1907 LCDモニ タ

■ w1907 LCDモニ タ

■ w2007 LCDモニ タ

■ w2207 LCDモニ タ

■ w2408 LCDモニ タ

特長
■ 対角表示領域の大きな、 大型デ ィ スプレ イ

■ 最適な解像度

❏ vp15 ： 1024×768 （60 Hzの場合）

❏ vp17、 vp19、 およびFP1707 ： 1280×1024 （60 Hzの場合）

❏ WF1907およびw1907 ： 1440×900 （60 Hzの場合）

❏ w2007およびw2207 ： 1680×1050 （60 Hzの場合）

❏ w2408 ： 1920×1200 （60 Hzの場合）

上記の解像度以下でのフル スク リーン サポー ト

■ サポー ト されているビデオ入力

❏ VGAアナログ信号

❏ DVIデジ タル信号 （一部のモデルのみ）

❏ HDMI （High-Definition Multimedia Interface、 一部のモデルのみ）

■ すばやい応答によ り、 ゲームやグラ フ ィ ッ クスの操作性を向上

■ 座った状態、 立った状態、 モニ タの前を通り過ぎる時など、 上下左右さ まざまな角度から見やすい画面

■ 上下の向きの調整

■ 高さの調整 （一部のモデルのみ）

■ 画面の回転によ り横向きまたは縦向きで表示 （一部のモデルのみ）

■ 取り外し可能な脚部、 および壁など設置場所に応じ て簡単に取り外しができる VESA （Video Electronics Standards  
Association） 基準の取り付け穴

■ ケンジン ト ン社製セキュ リ テ ィ  ロ ッ ク  ケーブル用のセキュ リ テ ィ  ロ ッ ク  スロ ッ ト （セキュ リ テ ィ  ロ ッ ク  ケーブ      

ルは別売です）

■ プ ラグ アン ド  プレ イ機能 （お使いのコ ンピ ュータ  システムでサポー ト される場合）

■ 設定や画面の最適化を簡単にする、 オンスク リ ーン デ ィ スプレ イ （OSD） による調節機能 （英語、 簡体字中国語、 

フ ラ ンス語、 ド イ ツ語、 イ タ リ ア語、 スペイ ン語、 オラ ンダ語、 日本語を選択可能）
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■ モニ タの左右の向きの調整によ り、 可動範囲を有効に活用可能 （一部のモデルのみ）

■ 内蔵ステレオ スピーカ、 モデルによ り前面または背面に搭載

■ USB （Universal Serial Bus） デバイスを接続可能なUSB 2.0ポー ト を装備 （2つまたは4つ、 一部のモデルのみ）

■ 周辺光センサ （一部のモデルのみ）

■ キーボー ド 収納スペース （一部のモデルのみ）

■ エネルギー消費を削減する省電力機能

■ [Quick View] （ク イ ッ ク  ビ ュー） 設定による画面表示

■ CDに収録されている内容 （一部のモデルのみ）

❏ ド ラ イバ （一部のモデルのみ）

❏ 自動調整ソ フ ト ウ ェ ア

❏ My Display （マイ  デ ィ スプレ イ） ソ フ ト ウ ェ ア （一部のモデルのみ）

❏ 説明書

❏ Adobe® Acrobat® Reader

■ さ まざまなデザイ ンのモニ タ台

モニタ台のデザイン

カ ンチレバー台 コ ラム台 ダブルヒ ンジ台
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2
安全および保守に関するガイ ド ラ イン

安全に関する重要な情報
電源コー ド は、 お使いのモニ タ での使用を目的と し て設計されています。 別のコー ド を使用する場合は、 このモニ タに
対応し た電源および接続先のみを使用し て く だ さい。

Å警告 ： モニ タ、 コ ンピ ュー タ、 およびその他の装置は必ずアース された電源コ ンセン ト に接続し て く だ さ い。 感電や装置の損傷を防
ぐため、必ず電源コー ドのアース端子を使用し て接地し て く だ さ い。アース端子は、製品を安全に使用するために欠かせないものです。

Å警告 ： 安全のために、 電源コー ド を差し込む先のアース された電源コ ンセン ト が、 装置にでき るだけ近 く 、 手の届きやすい場所にあ
る こ と を確認し て く だ さ い。 装置への外部電源の供給を遮断する時は、 プ ラグを し っかり と持っ て電源コー ド を電源コ ンセン ト から

抜いて く だ さ い。 コー ドは引っ張ら ないで く だ さい。

Ä注意 ： お使いのモニ タやコ ンピ ュー タ を保護するために、 コ ンピ ュー タ およびその周辺装置 （モニ タ、 プ リ ン タ、 スキャ ナなど） の

すべての電源コー ド を、 サージ防止機能のあるマルチ ソケ ッ ト や無停電電源装置 （UPS） などのサージ保安器に接続し て く だ さい。

すべてのマルチ ソ ケ ッ ト がサージに対応し ているわけではあ り ません。 サージ防止機能のあるマルチ ソ ケ ッ ト をお使いになる こ と を

おすすめし ます。 サージ防止に失敗し た場合はお使いの機器を交換でき るよ う に、 損傷交換ポ リ シを提供し ている製造販売元のマル
チ ソケ ッ ト を使用し て く だ さ い。

安全に関する注意事項
■ 外部電源は、 モニ タ裏面のラベルに記載された条件に適合する ものを使用し て く だ さい。

■ コ ンセン ト に接続する機器の定格電流の合計がコ ンセン ト の許容電流を、 また電源コー ド に接続する機器の定格電

流の合計が電源コー ドの許容電流を超えないよ う にし て く だ さい。 各機器の定格電流 （AmpsまたはA） は本体に貼

付された電源のラベルに記載されています。

■ モニ タは、 手が届きやすい場所にある電源コ ンセン ト の近 く に設置し て く だ さい。 電源コー ド を コ ンセン ト から外

す時は、 必ずプ ラグを し っかり と持っ て抜きます。 コー ド を引っ張って抜かないで く だ さい。

■ 電源コー ド の上に物を置いた り、 電源コー ド を足で踏んだ り し ないで く だ さい。

保守に関するガイ ド ラ イン
お使いのモニ タの性能を向上させ、 長 く 使い続けるために、 以下のガイ ド ラ インに従って く だ さい。

■ モニ タのキャ ビネ ッ ト を開けた り自分で修理し た り し ないで く だ さい。 正常に動作し ない場合や、 モニ タ を落と し

た り破損し た り し た場合には、 Hewlett-Packardのサポー ト 窓口にお問い合わせ く だ さ い。

■ このマニュアルに記載されている調整機能のみを使用するよ う にし て く だ さい。

■ モニ タ を使用し ていない時には、 モニ タの電源を切るよ う に し て く だ さい。 スク リーン セーバ プログラムを使用し  

た り、 モニ タ を使用し ていない時に電源を切るよ う にし た り する と、 モニ タ を長 く お使いいただけます。

■ モニ タは通気のよい場所に設置し、 過度の光熱や湿気にさ ら さ ないよ う にし ます。

■ キャ ビネ ッ ト のスロ ッ ト や開口部は通気のために用意されています。 スロ ッ ト や開口部をふさ いだ り覆った り し な

いで く だ さい。 また、 異物を押し込んだ り し ないで く だ さい。

■ 清掃の前に、 モニ タの電源コー ド を電源コ ンセン ト から抜いて く だ さい。 液体洗剤やエアゾール洗剤は使用し ない

で く だ さい。

■ モニ タ を落と し た り、 不安定な台の上に置いた り し ないで く だ さい。

■ モニ タ台を取り外す時は、 モニ タの表面を傷つけた り、 汚し た り、 破損し た り し ないよ う に、 表面が柔らかい場所

にフ ロン ト  パネルを下にし て置いて く だ さ い。
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モニタの清掃
モニ タは、 清掃を行う場合に特別な注意が必要な、 高品質のオプテ ィ カル デバイスです。 モニ タの清掃は、 以下の手順 

で行います。

1. コ ンピ ュータ と モニ タの電源を切り ます。

2. 清掃の前に、 モニ タの電源コー ド を電源コ ンセン ト から抜きます。

Ä注意 ： ベンジン、 シンナー、 アンモニアなどの揮発性の溶剤を使っ てモニ タ画面やキャ ビネ ッ ト を拭かないで く だ さ い。 このよ う な
化学薬品を使 う と、 モニ タが損傷する こ とがあ り ます。 液体洗剤やエアゾール洗剤は使用し ないで く だ さい。 LCD画面を拭 く 時に水は

使用し ないで く だ さい。

3. 乾燥し た、 柔らかい清潔な布で画面を拭きます。

❏ 画面を さ らに清掃する必要がある場合は、 静電気防止剤の入った市販のク リ ーナを使用し て く だ さい。

4. モニ タ筐体のほこ り を取り ます。 軽 く 湿らせた布を使用し てキャ ビネ ッ ト を拭きます。

❏ キャ ビネ ッ ト を さ らに清掃する必要がある場合は、 イ ソ プロピル アルコールで軽 く 湿らせた清潔な布を使用し 

て く だ さい。

5. モニ タの電源コー ド を電源コ ンセン ト に差し込みます。

6. モニ タ と コ ンピ ュータ本体の電源を入れます。
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モニタの梱包を解 く
1. モニ タの梱包を解き、 内容物がすべて揃っている こ と を確認し ます。 梱包箱は保管し ておきます。

2. コ ンピ ュータおよびその他の接続された装置の電源を切り ます。

3. モニ タ を机に置 く か、 または壁に取り付けるかを決めます。 「モニ タの取り付け」 を参照し て く だ さい。

4. モニ タ を設置するための平ら な場所を準備し ます。 設置準備の間、 モニ タ画面を下向きにし て置 く ために、 平ら で
柔らかい、 安全な場所が必要になる場合があ り ます。

5. モニ タ を壁に取り付けるには、 プ ラスのネジ回しが必要にな り ます。 また、 一部のケーブルを固定するためにマイ
ナスのネジ回しが必要になる場合があ り ます。

モニタの取り付け
モニ タは机に置 く こ と も、 壁に取り付ける こ と もできます。 モニ タは作業がしやす く 通気のよい、 コ ンピ ュータの近 く
の場所に置 く よ う にし て く だ さい。

モニ タの設置先に応じ て、 次の項を参照し て く だ さい。

■ 机などの台に置 く 場合は、 「机への設置」 を参照し て く だ さい。

■ 壁、 スイ ング アーム、 その他の固定器具に取り付ける場合は、 「壁へのモニ タの取り付け （固定器具は付属し てい 

ません）」 を参照し て く だ さい。

モニ タの取り付けが終了し たら、 モニ タ  ケーブルを接続し て く だ さい。

机への設置
モニ タの種類に合った手順で作業し て く だ さい。

ダブルヒ ンジ モニタ を開 く

Å警告 ： ダブルヒ ンジ モニ タ を箱から取り出す時は、 画面を下に し ないで く だ さ い。 ヒ ンジが飛び出て、 けがをする恐れがあ り ます。

1. モニ タ をたたんだ状態で画面を上にし て、 平らな台の上に置きます。

2. 画面を横向きに回転させます （以下の図で、 直線の矢印がユーザから見た方向を示し ます）。
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3. モニ タ台を押さ えながら、 モニ タ を起こ し ます3。 この時、 画面に触れた り圧力をかけた り し ないで く だ

さい。

4. 運搬用ス ト ラ ッ プを取り外し ます （切らないで く だ さ い） 4。

5. 運搬用ス ト ラ ッ プを、 将来運搬する時に備えて、 安全な場所に保管し ておきます。

6. 台のヒ ンジを上下に動かし て、 画面を見やすい位置に調整し ます。
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カンチレバー台の取り付け

Ä注意 ： 画面は壊れやすいものです。 LCD画面に触れた り、 圧力を加えた り する こ とは避けて く だ さい。 画面が損傷する恐れ

があ り ます。

1. モニ タ画面を下向きにし て、 平らで柔らかい、 安全な場所に置きます。

2. ネ ッ クの位置をモニ タ台に合わせます。

3. カチ ッ とい う音がし て所定の位置に収まるまで、 モニ タ台をスラ イ ド させます。 モニ タ台が所定の位置に
し っかり と固定されている こ と を確認し て く だ さい。

カ ンチレバー台の取り付け

4. モニ タ を直立し た状態になるまで持ち上げ、 平ら で安定し た場所に置きます。

コ ラム台の取り付け

1. モニ タ台を平らで安定し た面の上に置きます。

2. モニ タ を持ち上げ、 脚部の位置をモニ タ台に合わせます。

3. カチ ッ とい う音がし て コ ラム台が所定の位置に収まるまで、 モニ タ を押し下げます。 コ ラム台がし っかり
と固定されている こ と を確認し て く だ さい。

コ ラム台の取り付け
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壁へのモニタの取り付け （固定器具は付属していません）
モニ タ を壁、 スイ ング アーム、 その他の固定器具に取り付ける前に、 モニ タ台と脚部を取り外す必要があ り 

ます。 これにはプ ラ スのネジ回しが必要にな り ます。 作業を始める前に、 次の警告および注意事項をお読み
く だ さい。

Å警告 ： けがや装置の損傷を防ぐため、 モニ タ を取り付ける前に、 固定器具が正し く 取り付けられし っかり と固定されてい
る こ と を確認し て く だ さい。 固定器具の説明書を参照し、 このモニ タの重さに耐え られる ものである こ と を確認し て く だ

さい。

ダブルヒ ンジ モニタを壁に取り付けるための準備

Å警告 ： 運搬用ス ト ラ ッ プを付けた状態で、 ダブルヒ ンジ モニ タの画面を下に し ないで く だ さい。 ヒ ンジが飛び出て、 けが 

をする恐れがあ り ます。

1. 電源コー ド およびその他のケーブルをすべてモニ タから取り外し ます。

2. モニ タの画面を下に し て、 柔らか く 平ら な面に静かに置きます。 これを行う ために、 場合によ っ てはヒ
ンジを伸ばし て、 モニ タが水平になるよ う に後ろに傾ける必要があり ます。

3. 指先でVESAカバーをモニ タの背面から取り外し ます。

4. VESAプレー ト から4つのネジを取り外し ます。

5. 取り外し た部品 （カバー、 ネジ、 および台） は、 将来使用する時に備えて保管し ておきます。

6. 固定器具に付属の説明書に沿っ て操作する こ と で、 モニ タ を安全に取り付けます。

パネルの背面にある4つのネジ穴は、 フ ラ ッ ト  パネル モニ タ を取り付けるためのVESA基準に準拠し てい  

ます。 15イ ンチ モニ タは75 mm間隔の基準を使用し てお り、 他のモデルは100 mm間隔の基準を使用し   

ています。

スイ ング アームやその他の固定器具の取り付けには、 この4つの穴を使用し ます。
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カンチレバー台のあるモニタを壁に取り付けるための準備

1. 電源コー ド およびその他のケーブルをすべてモニ タから取り外し ます。

2. モニ タ台を取り外し ます。 「モニ タ台の取り外し」 を参照し て く だ さい。 モニ タの画面を下向きにし て、 平
らで柔らかい場所に置いておきます。

3. モニ タ台を取り外し たら、 モニ タのネ ッ クに付いているゴム栓を取り外し ます。 ゴム栓の下にネジが 1 つ

あ り、 パネルにも さ らに2つのネジがある こ とがわかり ます。

4. 3つのネジをすべて取り外し ます。

5. モニ タからネ ッ ク を取り外し ます。

6. 取り外し た部品 （ゴム栓、ネジ、ネ ッ ク、およびモニ タ台） は、将来使用する時に備えて保管し ておきます。

7. 固定器具に付属の説明書に沿って操作する こ と で、 モニ タ を安全に取り付けます。

パネルの背面にある 4つのネジ穴は、 フ ラ ッ ト  パネル モニ タ を取り付けるためのVESA基準に準拠し てい  

ます。 vp15モニ タは75 mm間隔の基準を使用し てお り、 他のモデルは100 mm間隔の基準を使用し ていま  

す。

スイ ング アームやその他の固定器具の取り付けには、 この4つの穴を使用し ます。

コ ラム台のあるモニタ を壁に取り付けるための準備

1. 電源コー ド およびその他のケーブルをすべてモニ タから取り外し ます。

2. モニ タの画面を下にし て平らで柔らかい場所に置き、 モニ タ台を取り外し ます。 「モニ タ台の取り外し」 を
参照し て く だ さい。

3. ヒ ンジ カバーを取り外し、 安全な場所に置いておきます。 3つのネジ と ヒ ンジが見えます。

4. 脚部が落ちないよ う に押さ えたまま、 ヒ ンジの近 く にあるネジ1つを取り外し、 次に他の2つのネジを取り

外し ます。 必要に応じ て、 3つのネジすべてに手が届 く よ う に、 脚部を移動し て く だ さい。

5. 脚部をスラ イ ド させてモニ タ  パネルから外し ます。

6. 取り外し た部品 （ネジ、 ヒ ンジ カバー、 脚部、 およびモニ タ台） は、 将来使用する時に備えて保管し てお 

きます。
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7. 固定器具に付属の説明書に沿って操作する こ と で、 モニ タ を安全に取り付けます。

パネルの背面にある4つのネジ穴は、フ ラ ッ ト  パネル モニ タ を取り付けるためのVESA基準に準拠し ています。vp15  
モニ タは75 mm間隔の基準を使用し てお り、 他のモデルは100 mm間隔の基準を使用し ています。

スイ ング アームやその他の固定器具の取り付けには、 この4つの穴を使用し ます。

モニタの脚部と モニタ台を再び取り付ける方法

1. 固定器具を取り外し ます。

2. 前の手順を逆に実行し ます。

VGA （アナログ） およびDVI-D （デジタル） ケーブルの接続
VGAケーブルまたはDVI-Dケーブル （一部のモデルに付属） を使用し て く だ さい。 DVI を使用するには、 DVI対応のグラ

フ ィ ッ ク ス カー ド が必要です。 コ ネク タはモニ タの背面にあ り ます。 コ ンピ ュータ およびモニ タの電源が切れてお り、 

電源コー ド が抜いてある こ と を確認し て く だ さ い。

VGAまたはDVI-Dケーブルの接続 ： コネク タの位置は異なる場合があ り ます

VGAケーブルを接続するには

VGAビデオ ケーブルの一方の端をモニ タの背面に接続し、 も う 一方の端を コ ンピ ュータのVGAビデオ コネク タに接続  

し ます。

DVI-Dケーブルを接続するには

DVI-Dビデオ ケーブルの一方の端をモニ タの背面に接続し、も う 一方の端を コ ンピ ュータのDVIビデオ コネク タ に接続し  

ます。 このケーブルを使用するには、 お使いのコ ンピ ュータにDVI対応のグラ フ ィ ッ ク ス カー ドが取り付けられている 

必要があ り ます。 モニ タのDVI-Dコネク タおよびケーブルは、 一部のモデルにのみ付属し ています。

VGA DVI

VGA DVI
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HDMIケーブルの接続
HDMIケーブル （一部のモデルのみ） の一方の端をモニ タの背面に接続し、 も う 一方の端をセ ッ ト ト ッ プ ボッ 

クス、 DVDプレーヤ、 デジ タル テレビなど、 対応するデジ タル オーデ ィ オ/ビデオ デバイスに接続し ます。

オーデ ィ オ ケーブルの接続
次の図に示すよ う に、 オーデ ィ オ ケーブルを使用し て内蔵のモニ タ  スピーカ を コ ンピ ュータに接続し ます。

オーデ ィ オ ケーブルの接続 ： コネク タの位置は異なる場合があ り ます 

HDMI

HDMI
HDMI

Audio In
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USBハブ ケーブルの接続
USBハブ ケーブルを、 コ ンピ ュータからモニ タのUSB In コネク タに接続し ます （USB機能は一部のモデルに  

のみ搭載されています）。 これによ り、 モニ タのUSB 2.0ポー ト を使えるよ う にな り ます。

モニタへのUSBデバイスの接続
モニ タにはUSBデバイス （USBフ ラ ッ シュ  ド ラ イブ、 デジ タル ビデオカ メ ラなど） を2つまたは4つ接続でき  

ます （一部のモデルのみ）。 これを行う には、 先にUSBハブ ケーブルを コ ンピ ュータから モニ タに接続し てお 

く 必要があ り ます。

USB In
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電源ケーブルの接続
1. 次の警告を読みます。

Å警告 ： 感電や装置の損傷を防ぐため、 必ず以下の注意事項を守っ て く だ さい。

■ 必ず電源コー ドのアース端子を使用し て接地し て く だ さ い。 アース端子は、 製品を安全に使用するために欠かせないもので

す。 電源コー ド はアース された電源コ ンセン ト に差し込んで く だ さ い。

■ 電源コー ド を差し込む先のアース された電源コ ンセン ト が、 装置にでき るだけ近 く 、 手の届きやすい場所にある こ と を確認
し て く だ さ い。 電源コー ド は、 踏まれた り、 上に物が置かれて引っ張られた り し ないよ う に配線し て く だ さ い。

■ 電源コー ドや電源ケーブルの上には物を置かないで く だ さ い。 また、 コー ド やケーブルは、 誤っ て踏んだ り足を引っかけた
り し ないよ う に配線し て く だ さい。 電源コー ドや電源ケーブルを引っ張ら ないで く だ さい。

詳し く は、 付録Bの 「電源コー ド の要件」 を参照し て く だ さ い。

電源ケーブルの接続

2. 電源コー ド の一方の端をモニ タ に接続し、 も う一方の端をアース された電源コ ンセン ト に接続し ます。
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ケーブルの管理
HP LCD モニ タには、 ケーブルを管理するためにフ ッ クまたはケーブル ト ンネルが背面の左右両側に2つ付いています。  

ケーブルを簡単に固定し て、 前面からは見えないよ う にする こ とができます。

✎ 注 ： お使いのモニ タに回転機能が搭載されている場合は、 モニ タ を回転し た時にケーブルが引っ張られて抜けた り し な
いよ う に、 コー ドの配置に余裕がある こ と を確認し て く だ さ い。
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角度の調整
画面を見やす く するために、 次のよ う に、 好みに応じ て上下の向き を調整し ます。

1. 上下の向きを調整し ている時にモニ タが倒れないよ う に、 モニ タ台を正面から押さ えます。

2. モニ タの最上部を手前または奥に動かし て、上下の向きを調整し ます。この時、画面に触れないよ う にし て く だ さい。

Ä注意 ： ダブルヒ ンジ モニ タのヒ ンジを最大限に伸ばし てモニ タ を後ろに傾けすぎる と、 モニ タが後ろに倒れる こ とがあ り ます。 
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左右の向きの調整 （一部のモデルのみ）
HP LCDモニ タの左右の向きを調整する こ とによ り、 可動範囲を有効に活用できます。

Ä注意 ： 上下左右の向き を調整し ている時にLCD画面に圧力をかける こ とは、 故障や傷の原因にな り ますのでお止め く だ さ い。

高さの調整 （一部のモデルのみ）
ダブルヒ ンジ モニ タは、 ヒ ンジを上げた り下げた り する こ と で、 簡単に高さ を調整できます。
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モニタの回転 （一部のモデルのみ）
1. モニ タ を正面に向けて台を押さ えた状態で、 モニ タの下部を手前に引き、 10～30°後ろに傾けます。

Ä注意：手順1は必ず行っ て く だ さ い。モニ タ を回転する前に十分後ろに傾けておかない と、角で台を傷付けて し ま う 可能性があ り ます。

2. 横向きのモニ タ を縦向きにするには、 後ろに傾けてから時計回り に回転させます。 縦向きのモニ タ を横向きにする
には、 後ろに傾けてから反時計回り に回転させます。
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周辺光センサ （一部のモデルのみ）
モニ タ前面の左側にある周辺光センサによ り、 デ ィ スプレ イのバッ ク ラ イ ト の輝度が周囲の明る さに合わせて調整され
ます。 初期設定では、 周辺光センサはオンになっています。 センサの有効/無効を手動で切り替えるには、 オンスク リー

ン デ ィ スプレ イ メ ニュー （OSD） の[Image Control] （イ メ ージ コ ン ト ロール） メ イン メ ニューを使用し ます。 OSDの     

[Quick View] （ク イ ッ ク  ビ ュー）、 [Brightness] （輝度）、 [Contrast] （コ ン ト ラ ス ト ）、 または[sRGB]の設定を調整する と、  

周辺光センサは自動的に無効にな り ます。

キーボード収納スペース
キーボー ド を使用し ていない時にモニ タ（一部のモデルのみ）の下に置いてお く こ と で、机を広 く 使えるよ う にな り ます。
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4
モニタの操作

CDソフ ト ウェアおよびユーテ ィ リ テ ィ
このモニ タに付属のCDには、 お使いのコ ンピ ュータにインス ト ールでき る ド ラ イバおよびソ フ ト ウ ェ アが収録

されています。 

ド ラ イバのインス ト ール
ド ラ イバを更新する必要がある場合は、 モニ タ  ド ラ イバの INF フ ァ イルおよび ICM フ ァ イルを CDから イ ンス 

ト ールするか （一部のモデルのみ）、 またはイン ターネ ッ ト からダウンロー ド する こ とができます。

モニ タ  ド ラ イバ ソ フ ト ウ ェ アをCDから インス ト ールするには、 以下の手順で操作し ます。

1. CDを コ ンピ ュータのCDド ラ イブに挿入し ます。 CDメ ニューが表示されます。

2. 言語を選択し ます。

3. [Install Monitor Driver Software] （モニ タ  ド ラ イバ ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする） を ク リ ッ ク し     

ます。

4. 画面の説明に沿って操作し ます。

5. コ ンピ ュータ を再起動し ます。

6. コ ン ト ロール パネルの[画面]の設定に、 適切な解像度および リ フ レ ッ シュ レー ト が表示されている こ と を  

確認し ます。 詳し く は、 Windowsオペレーテ ィ ング システムの説明書を参照し て く だ さい。

✎ 注 ： イ ンス ト ール時にエ ラーが発生し た場合は、 デジ タル署名されたモニ タ  ド ラ イバ （INFフ ァ イルまたはICM 
フ ァ イル） を CDから手動でイ ンス ト ールする こ とが必要になる可能性があ り ます。 その手順については、 CD
の[Driver Software Readme]フ ァ イルを参照し て く だ さい （英語のみ）。

イ ンターネッ ト からの最新ド ラ イバのダウンロード

最新バージ ョ ンのド ラ イバおよびソ フ ト ウ ェ ア フ ァ イルを HPサポー ト  サイ ト からダウンロー ド するには、 以  

下の手順で操作し ます。

1. http://www.hp.com/support/にア クセス し ます。

2. お住まいの国または地域を選択し ます。

3. [ド ラ イバ&ソ フ ト ウェ アをダウンロードする]を選択し ます。

4. お使いのモニ タのモデル番号を入力し ます。お使いのモニ タ用のソ フ ト ウ ェ ア ダウンロー ド  ページが表示   

されます。

5. ダウンロー ド  ページに記載されている手順を使用し て、 ド ラ イバおよびソ フ ト ウ ェ ア フ ァ イルをダウン  

ロー ド し、 インス ト ールし ます。

6. お使いのシステムがイ ンス ト ール要件を満た し ている こ と を確認し ます。

http://www.hp.com/support/
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自動調整機能の使用
モニ タの自動/選択ボタ ンおよび付属のCDに収録されている自動調整用パタ ーン ソ フ ト ウ ェ アを使用する 

と、 VGA入力対応の画面の画質を簡単に最適化できます。

お使いのモニ タがDVIまたはHDMI入力対応の場合は、 この手順を行わないで く だ さい （一部のモデルのみ）。

お使いのモニ タがVGA入力対応の場合は、 この手順を行う こ と で次の画質状況が修正されます。

■ ぼやけて不明瞭な焦点

■ ゴース ト 、 線および影の表示

■ 薄い縦線

■ 画面上を上下に移動する横線

■ 画面の中央に表示できない画像

Ä注意 ： モニ タ に長時間同じ画像を表示し たままに し てお く と、 画像の焼き付きが発生する こ とがあ り ます。 モニ タ画面に

画像の焼き付きが発生し ないよ う にするには、 常にス ク リ ーン セーバー アプ リ ケーシ ョ ンを使用するか、 長時間モニ タ  

を使用し ない時はモニ タの電源を切るよ う に し て く だ さい。

自動調整機能を使用するには、 以下の手順で操作し ます。

1. モニ タの電源を入れてから20分間のウォーム ア ッ プ時間を と り ます。

2. モニ タの前面にある自動/選択ボタ ンを押し ます。

❏ また、 メ ニュー ボタ ンを押し、 OSD メ ニューから [Image Control] （イ メ ージ コ ン ト ロール） →   

[Auto Adjustment] （自動調整） の順に選択する こ と もできます。 この章の 「画質の調整」 を参照 

し て く だ さい。

❏ 希望する結果が得られない場合は、 引き続き以下の手順で操作し ます。

3. CDを コ ンピ ュータのCDド ラ イブに挿入し ます。 CDメ ニューが表示されます。

4. 言語を選択し ます。

5. [Open Auto-Adjustment Software] （自動調整ソ フ ト ウ ェ アを開 く ） を選択し ます。

6. セ ッ ト ア ッ プのためのテス ト  パターンが表示されます。

自動調整のセ ッ ト ア ッ プ用テス ト  パターン 

7. モニ タの前面にある自動/選択ボタ ンを押し て、 画像を安定させ中央に表示し ます。

My Display （マイ デ ィ スプレ イ） ソフ ト ウェ ア
My Display （マイ デ ィ スプレ イ） （一部のモデルでのみ使用可能） を使用する と、 最適な表示のための設定を  

選択できます。 ゲーム、 動画、 写真の編集などのための設定、 または文書やスプレ ッ ド シー ト の操作だけの
ための設定を選択できます。 また、 My Display を使用する と、 輝度、 色、 コ ン ト ラ ス ト などの設定も簡単に 

調整できます。

このソ フ ト ウ ェ アを インス ト ールするには、 以下の手順で操作し ます。

1. CDを コ ンピ ュータのCDド ラ イブに挿入し ます。 CDメ ニューが表示されます。 

2. 言語を選択し ます。 
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3. [Install My Display Software] （My Displayソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする） を ク リ ッ ク し ます （一    

部のモデルでのみ使用可能）。 

4. 画面の説明に沿って操作し ます。

5. コ ンピ ュータ を再起動し ます。 

詳し く は、 ソ フ ト ウ ェ アのヘルプを参照し て く だ さい。

前面の各部
パネルの前面には、 次のコ ン ト ロール ボタ ンがあ り ます。

オンスク リーン デ ィ スプレ イ （OSD） の使用

✎ 注 ： My Display （マイ デ ィ スプレ イ） OSDソ フ ト ウ ェ ア （一部のモデルのみ） またはパネル前面のコ ン ト ロー  
ル ボタ ンを使用し て設定を調整できます。

1. モニ タの電源が入っていない場合は、 電源ボタ ンを押し てモニ タの電源を入れます。

2. OSDメ ニューを表示するには、 メ ニュー ボタ ンを押し ます。 OSDの[Main Menu] （メ イン メ ニュー） が表  

示されます。

3. [Main Menu] （メ イ ン メ ニュー） または [Sub-Menu] （サブ メ ニュー） 内を移動するには、 モニ タの前面に 

ある＋ （プ ラ ス） ボタ ンを押し て上にスク ロールするか、 － （マイナス） ボタ ンを押し て反対方向にスク
ロールし ます。 次に、 自動/選択ボタ ンを押し て、 強調表示された機能を選択し ます。

❏ 選択項目の一番下で下へスク ロールする と、 メ ニューの一番上が強調表示されます。 選択項目の一番

上で上へスク ロールする と、 メ ニューの一番下が強調表示されます。

4. 選択し た項目のスケールを調整するには、 ＋ （プ ラ ス） ボタ ンまたは－ （マイナス） ボタ ンを押し ます。

5. [Save and Return] （保存し て戻る） を選択し ます。

❏ 設定を保存し ない場合は、 [Sub-Menu] （サブ メ ニュー） から [Cancel] （キャ ンセル） を選択するか、

または[Main Menu] （メ イ ン メ ニュー） から [Exit] （終了） を選択し ます。

6. メ ニュー ボタ ンを押し てOSDを終了し ます。

✎ 注 ： メ ニューが表示されている時にボタ ンを押さずに30秒 （出荷時の設定） が経過する と、 調整し た値と設定
が保存され、 メ ニューが閉じ ます。

アイ コン 説明

Power モニ タの電源を入れた り、 ス タ ンバイまたはス リ ープ モー ド に し た り し ます

Menu OSD （オンス ク リ ーン デ ィ スプレ イ） メ ニ ューを表示し た り、 項目を選択し た り、 メ ニ ューを終了し 

た り し ます

音量レベルを調整し ます

[Quick View] （ク イ ッ ク  ビ ュー） メ ニューを開いて、 ゲーム、 ビデオ、 写真、 および文字入力のための  
設定をすばや く 調整し ます

– OSDメ ニ ューの項目間を逆方向に移動し た り、 調整レベルを下げた り できます

+ OSDメ ニ ューの項目間を順方向に移動し た り、 調整レベルを上げた り できます

Auto デ ィ スプレ イ を最適な設定に自動調整し ます

Select 選択し たオプシ ョ ンを入力し ます
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OSDメ ニューの選択

次の表で、 オンスク リ ーン デ ィ スプレ イ （OSD） のメ ニュー項目と各機能について説明し ます。 OSDのメ ニュー項目を 

変更し た後、 メ ニュー画面に次のオプシ ョ ンが表示される場合は、 どれかを選択し ます。

■ [Cancel] （キャ ンセル） ： 前のメ ニュー レベルに戻り ます。

■ [Save and Return] （保存し て戻る） ： すべての変更を保存し て、 OSD メ イン メ ニューの画面に戻り ます。 この   

[Save and Return]オプシ ョ ンはメ ニュー項目を変更し た場合にのみ有効です。

■ [Reset] （リ セ ッ ト ） ： 前の設定に戻り ます。

アイ コン メ イ ン メ ニューの

オプシ ョ ン

サブ メニューの 

オプシ ョ ン

説明 

Switch Video Input
（ビデオ入力の切り

替え）

ア ク テ ィ ブかつ有効な2つのビデオ ソースにモニ タが接続され 
ている場合に、 ビデオ入力信号を切り替えます

Brightness （輝度） 画面の輝度を調整し ます

Contrast 
（コ ン ト ラ ス ト ）

画面のコ ン ト ラ ス ト  レベルを調整し ます

Image Control 
（イ メ ージ  
コ ン ト ロール）

画像を調整し ます。 また、 周辺光センサの有効/無効を切り 替
えます （一部のモデルのみ）

Auto Adjustment 
（自動調整）

画面を自動的に調整し ます （VGA入力のみ）

Horizontal Position 
（水平表示位置）

画像の左右の位置を調整し ます （VGA入力のみ）

Vertical Position 
（垂直表示位置）

画像の上下の位置を調整し ます （VGA入力のみ）

Custom Scaling 
（カス タム スケール）

（一部のモデルのみ）

モニ タへの情報の表示方法を選択し ます。 次の中から選択し ま
す

Fill to Screen （ス ク リ ーンに合わせる）：画像が画面全体を占め、  

高 さ と 幅が不均等なため歪んだ り 引き伸ば し たよ う に見えた
り し ます

Fill to Aspect Ratio （縦横比に合わせる）：画像が画面に合 う よ う    
に調整されて、 均等な画像表示を維持し ます

Sharpness 
（シ ャープネス）

（一部のモデルのみ）

1～5の段階で、 画像の鮮明度を調整し ます

注 ： [Custom Scaling] メ ニューで[One to One] （1対1） を選択し   

てある場合、 画像サイズの調整と [Sharpness]機能は無効にな り
ます

Ambient Light Sensor 
（周辺光センサ）

（一部のモデルのみ）

周囲の明る さ に応じ て画面の輝度を調整し ます。 センサはモニ

タ前面の左側にあ り ます

初期設定では、センサはオンに設定されています。OSDの[Quick
View] （ク イ ッ ク  ビ ュー）、[Brightness]、[Contrast]、または[sRGB] 
の設定を調整する と、 周辺光センサは自動的に無効にな り ます

Clock （ク ロ ッ ク） 画面背景に表示 さ れ る 縦線や縞模様 を 最小限に抑 え ま す。
[Clock] を 調整す る こ と で、 画像の水平表示 も 変更 さ れ ま す

（VGA入力のみ）

Clock Phase 
（ク ロ ッ ク  フ ェ ーズ）

画面の焦点を調整し ます。 これによ り、 水平 ノ イズが取り除か
れ、 文字の表示が鮮明にな り ます （VGA入力のみ）

Color （色） 画面の色を選択し ます。 工場出荷時の初期設定値は、 モデルに

応じ て6500 Kまたはカス タム カ ラーです

9300 K わずかに青味を帯びた白色に変更し ます

6500 K わずかに赤味を帯びた白色に変更し ます
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Custom Color 
（カス タム カ ラー）

カ ラー スケールを選択および調整し ます

R ： 赤色のレベルを設定し ます

G ： 緑色のレベルを設定し ます

B ： 青色のレベルを設定し ます

sRGB 画面の色を イ メ ージ テ ク ノ ロジ業界で使用 される規格に準拠 
し た色に設定し ます

Quick View 
（ク イ ッ ク  ビ ュー）

表示モー ド を選択し ます

Movie （動画） 動画モー ド を選択し ます

Photo （写真） 写真モー ド を選択し ます

Gaming （ゲーム） ゲーム モー ド を選択し ます

Text （文字入力） 文字入力モー ド を選択し ます

Custom （カス タム） ユ ーザが [Quick View] の ど れかのオ プ シ ョ ン で [Brightness]、 
[Contrast]、 または[Color]を調整し た時に保存された設定です

Language （言語） OSDメ ニューを表示する言語を選択し ます。 工場出荷時の初期

設定言語は英語です

Management 
（マネジ メ ン ト ）

モニ タの電源管理機能を調整し ます

Volume （音量） 音量レベルを調整し ます

OSD Control 
（OSDコ ン ト ロール）

画面上のOSDメ ニューの位置を調整し ます

Horizontal OSD Position （OSD 水平表示位置） ： OSD メ   

ニューの表示位置を画面内の左右に移動し ます。工場出
荷時の初期設定値は50です

Vertical OSD Position （OSD 垂直表示位置） ： OSD メ   

ニューの表示位置を画面内の上下に移動し ます。工場出
荷時の初期設定値は50です

OSD Transparency （OSD透明度） ： OSDの背景にある情 
報を表示するよ う調整し ます

OSD Timeout （OSD タ イムアウ ト ） ： 最後にボ タ ン を押 

し てから OSDの表示が維持される時間の長さ を秒単位
で設定し ます。 工場出荷時の初期設定値は30秒です

Power Saver （省電力） 省電力機能を有効に し ます （4-8 ページの 「省電力機能」 を参

照し て く だ さ い）。 次の中から選択し ます

On （オン）

Off （オフ）

工場出荷時の初期設定はオンです

Mode Display 
（モー ド 表示）

OSDメ イ ン メ ニューを表示するたびに、解像度、 リ フ レ ッ シュ 

レー ト および周波数の情報を画面に表示し ます。 次の中から選
択し ます

On （オン）

Off （オフ）

工場出荷時の初期設定は、 モデルに応じ てオンまたはオフ です

アイ コン メ イ ン メ ニューの
オプシ ョ ン

サブ メニューの 
オプシ ョ ン

説明 （続き）
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Power-On Status Display
（電源オンのステー タ ス
表示）

モニ タの電源がオンになるたびに、 モニ タの動作状況を表示し

ます。 ステー タ スの表示位置を次の中から選択し ます

Top （上）

Middle （中）

Bottom （下）

Off （オフ）

工場出荷時の初期設定は、 モデルに応じ てオンまたはオフ です

DDC/CI Support 
（DDC/CIサポー ト ）

コ ン ピ ュ ー タ で、 輝度、 コ ン ト ラ ス ト 、 色温度な どの一部の
OSDメ ニュー機能を制御でき るよ う に し ます。 次の中から選択

し ます

On （オン）

Off （オフ）

工場出荷時の初期設定はオンです

Bezel Power LED 
（ベゼルの電源ラ ンプ） 
（一部のモデルのみ）

電源ボ タ ンのラ ン プ を点灯または消灯 させます。 [Off] （オ フ）

に設定されている と、 ラ ンプは常に消灯し たままにな り ます

Sleep Timer 
（ス リ ープ タ イマ）

タ イマ調整の メ ニュー オプシ ョ ンを表示し ます

Set Current Time （現在時刻の設定） ： 時間 と分単位で現在の時  

刻を設定し ます

Set Sleep Time （電源オ フ の時刻の設定） ： モ ニ タ がス リ ー プ  

モー ド に入る時刻を設定し ます

Set on Time （電源オンの時刻の設定） ： ス リ ープ モー ド から復   
帰する時刻を設定し ます

Timer （タ イマ） ： ス リ ープ タ イマ機能のオン /オ フ を設定し ま 
す。 初期設定はオフ です

Sleep Now （ス リ ープ モー ド の実行） ： 直ちにモニ タがス リ ー  

プ モー ド に入るよ う に設定し ます

Default Video Input 
（デフ ォル ト の 

ビデオ入力）

モニ タが2つの有効なビデオ ソースに接続されている場合に、 
初期設定のビデオ入力信号を選択し ます。 初期設定値はDVI で
す。 変更を有効にするには、 コ ンピ ュー タ を再起動する必要が
あ り ます

Information 
（情報）

モニ タに関する重要な情報を選択および表示し ます

Current Settings 
（現在の設定）

現在のビデオ入力モー ド を表示し ます

Recommended Settings 
（推奨設定）

お使いのモ ニ タ に推奨 さ れ る 解像度モ ー ド お よ び リ フ レ ッ

シ ュ  レー ト を表示し ます

Serial Number 
（シ リ アル番号）

モニ タのシ リ アル番号を表示し ます。シ リ アル番号はHPのテ ク
ニカル サポー ト にお問い合わせになる場合に必要と な り ます

Version （バージ ョ ン） モニ タのフ ァ ームウ ェ ア バージ ョ ンを表示し ます

Backlight Hours 
（バッ ク ラ イ ト 動作時間）

バッ ク ラ イ ト の合計の動作時間を表示し ます

Service Support 
（サービス サポー ト ）

サービス サポー ト を受けるには、 

http://www.hp.com/support/を参照し て く だ さ い

Factory Reset （出荷
時設定に リ セ ッ ト ）

設定を工場出荷時の設定に戻し ます

アイ コン メ イ ン メ ニューの
オプシ ョ ン

サブ メニューの 
オプシ ョ ン

説明 （続き）

http://www.hp.com/support/
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ビデオ入力コネク タの選択
入力コネク タには次の種類があ り ます。 

■ VGAコネク タ （アナログ）

■ DVI-Dコネク タ （デジ タル） （一部のモデルのみ）

■ HDMIコネク タ （一部のモデルのみ）

有効なビデオ信号がどち ら側に入力されているかはモニ タ で自動的に判別され、 画像が表示されます。

VGAケーブルかDVI-Dケーブル、 またはその両方を接続できます。 両方のケーブルが接続されている場合、 入力方式は初

期設定でDVI にな り ます。 HDMI ケーブルはDVI-D ケーブルの代わ り に使用し ます。 入力のソースは、 OSD メ ニ ューの

[Switch Video Input] （ビデオ入力の切り替え） オプシ ョ ンを使用し て変更できます。

モニタの状態の確認
モニ タが以下の状態になる と、 特別な メ ッ セージがモニ タ画面に表示されます。

■ [Input Signal Out of Range] （範囲外の信号を入力し ています） ： 解像度またはリ フ レ ッ シュ  レー ト がモニ タ で     

サポー ト される範囲よ り高 く 設定されているため、 モニ タがビデオ カー ド の入力信号をサポー ト できないこ と を示 

し ます。 

ビデオ カー ドの解像度またはリ フ レ ッ シ ュ  レー ト の数値を下げます。新しい設定値を有効にするには、 コ ンピ ュー  

タ を再起動し ます。

■ [Monitor Going to Sleep] （ス リ ープに入る） ： モニ タがス リープ モー ド になる こ と を示し ます。 ス リ ープ モー     

ド では、 スピーカの電源が切れます。

■ [Check Video Cable] （ビデオケーブルのチ ェ ッ ク） ： ビデオ入力ケーブルがコ ンピ ュータ またはモニ タ に正し く   

接続されていないこ と を示し ます。

■ [OSD Lock-out] （OSDロ ッ クアウ ト ） ： 前面にある メ ニュー ボタ ンを10秒間押し続ける と、 オンスク リ ーン デ ィ    

スプレ イ （OSD） を有効または無効にする こ とができます。 OSD を ロ ッ クする と、 [OSD Lock-out] と い う 警告 メ ッ 

セージが10秒間表示されます。

❏ OSDがロ ッ ク されている場合、 ロ ッ ク を解除するにはメ ニュー ボタ ンを10秒間押し続けます。

❏ OSDのロ ッ クが解除されている場合、 ロ ッ クするにはメ ニュー ボタ ンを10秒間押し続けます。

■ [No Input Signal] （入力信号があ り ません） ： モニ タがビデオ入力コネク タ でコ ンピ ュータからのビデオ信号を受  

信し ていないこ と を示し ます。 コ ンピ ュータ または入力信号ソースがオフ または省電力モー ド になっ ていないか確
認し て く だ さい。

■ [Auto Adjustment in Progress] （自動調整中です） ： 自動調整機能が有効である こ と を示し ます。 この章の 「画   

質の調整」 を参照し て く だ さい。

画質の調整
新しいビデオ モー ド で画像が表示されるたびに、 自動調整機能によ って画質 （表示のサイズ、 位置、 ク ロ ッ ク、 および 

フ ェ ーズ） が自動的に調整されます。 VGA入力をよ り厳密に調整するには、 CDに収録されている自動調整ソ フ ト ウ ェ ア

を実行し ます。 この章の 「自動調整機能の使用」 を参照し て く だ さい。

画質を さ らに改善し たい場合は、 モニ タの[Clock] （ク ロ ッ ク） と [Clock Phase] （ク ロ ッ ク  フ ェーズ） の機能を使用し て  

画像を調整し ます。 この章の 「アナログ ビデオの最適化」 を参照し て く だ さい。
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アナログ ビデオの最適化
このモニ タには、 標準のアナログ モニ タ と し て動作でき るよ う にするための高度な回路が組み込まれています。 OSDメ 

ニューにある次の2つの機能を調整し て、 アナログの画質を向上させる こ とができます。

■ [Clock] （ク ロ ッ ク） ： 値を増減する こ と で、 画面背景に表示される縦線や縞模様を最小限に抑えます。

■ [Clock Phase] （ク ロ ッ ク  フ ェーズ） ： 値を増減する こ と で、 画像の歪みまたはぶれを最小限に抑えます。

自動調整機能を使用し ても、 アナログ モー ド で希望するモニ タ画像が得られない場合にのみ、 これらの機能を使用し て 

く だ さい。

最適な結果を得るには、 以下の手順で操作し ます。

1. モニ タの電源を入れてから20分間のウォーム ア ッ プ時間を と り ます。

2. CDに収録されている調整パターン アプ リ ケーシ ョ ンを表示し ます。

3. OSDメ ニューを表示し、 [Image Control] （イ メ ージ コ ン ト ロール） を選択し ます。

4. 最初に メ イ ンの[Clock]設定を正し く 設定し て く だ さい。 [Clock Phase]設定はメ イ ンの[Clock]設定に依存するためで 

す。

❏ [Clock]および [Clock Phase]の設定値を調整し ている時にモニ タの画像が歪む場合は、 歪みがな く なるまで調整 

を続けます。

工場出荷時の設定に戻すには、 OSD メ ニ ューを表示し、 [Factory Reset] （出荷時設定に リ セ ッ ト ） を選択し てから、 

[Yes] （はい） を選択し ます。

省電力機能
モニ タが通常の動作モー ド の時、 電源ラ ンプは水色または緑色 （モデルによ っ て異な り ます） に点灯し、 モニ タは通常
のワ ッ ト 数を消費し ます。 消費電力については、 「技術仕様」 （付録B） を参照し て く だ さ い。

このモニ タ ではまた、 コ ンピ ュータが制御する省電力モー ド もサポー ト されています。 モニ タが省電力状態の時、 モニ
タ画面には何も表示されず、 バッ ク ラ イ ト は消灯し、 電源ラ ンプはオレンジ色に点灯し ます。 この時、 モニ タは最小限
の電力を消費し ています。 モニ タが省電力状態から復帰する と、 短時間のウォームア ッ プの後、 通常の動作モー ド に戻
り ます。 水平同期信号または垂直同期信号のどち らかが検出されない場合、 モニ タは省電力状態にな り ます。 この機能
を動作させるには、 お使いのコ ンピ ュータ で省電力機能を有効にする必要があ り ます。

省電力機能の設定の手順について詳し く は、お使いのコ ンピ ュータ に付属の説明書を参照し て く だ さい （省電力機能は、
パワー マネージ メ ン ト 機能、 節電機能など、 説明書によ り名称が異なる場合があ り ます）。

✎ 注 ： 省電力機能は、 モニ タが省電力機能を備えた コ ンピ ュータに接続されている場合にのみ動作し ます。

HDCP （High-Bandwidth Digital Content Protection）
お使いのモニ タ がHDCP をサポー ト し ている場合は、 高精細度コ ン テ ン ツ を受信で き ます。 高精細度コ ン テ ン ツは、

HD-DVD機器やBlu-Ray機器、 地上波またはケーブル テレビの高精細度放送などの多 く のソースで使用されます。 お使い 

のモニ タがHDCPに対応し ていない場合は、 保護された高精細度コ ンテンツを再生する と、 画面が黒 く なるか、 または

低い解像度で表示される こ とがあり ます。 保護されたコ ンテンツを表示するには、 コ ンピ ュータのグラ フ ィ ッ クス カー 

ド と モニ タの両方がHDCPをサポー ト し ている必要があ り ます。
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5
モニタを運搬するための準備

モニ タ を運搬する場合は、 モニ タ出荷時の梱包箱および緩衝材、 またはそれら と同等の材料を使用し て し っかり梱包し
て く だ さい。

HP LCDモニ タ を運搬する時は、 場合によ っ てはモニ タ台を取り外す必要があり ます。

モニタ台の取り外し

Å警告 ： モニ タが直立し た状態にある時は、 脚部から モニ タ台を取り外さ ないで く だ さ い。 モニ タが直立し た状態にある時に脚部から
モニ タ台を取り外そ う とする と、 ユーザがけがをする恐れがあ り ます。

Å警告 ： モニ タ を取り外し た り折り たたんだ り する前に、 モニ タの電源を切り、 電源、 ビデオ、 およびオーデ ィ オ ケーブルをすべて取 

り 外し て く だ さ い。 装置への外部電源の供給を遮断する時は、 電源コー ド を し っか り と持っ て電源コ ンセン ト から抜いて く だ さ い。

コー ドは引っ張ら ないで く だ さい。

Ä注意 ： 画面は壊れやすいものです。 モニ タ画面を下向きに し て、 平ら な柔らかい場所に置 く こ と で、 傷や汚れ、 破損などを防止で き

ます。 LCD画面に圧力を加える こ とは避けて く だ さ い。 画面が損傷する恐れがあ り ます。

カンチレバー台の取り外し
1. モニ タから電源、 ビデオ、 およびオーデ ィ オ ケーブルを取り外し ます。

2. モニ タ画面を下向きにし て、 平らで柔らかい、 安全な台の上に置きます。

3. カンチレバー台の中央のタ ブを押し込み1、 モニ タから カ ンチレバー台を取り外し ます2。

カ ンチレバー台の取り外し
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4. モニ タのネ ッ ク を折り たたんで、 モニ タおよびモニ タ台を元の梱包箱に収納し ます。

コ ラム台の取り外し
1. モニ タから電源、 ビデオ、 およびオーデ ィ オ ケーブルを取り外し ます。

2. モニ タ画面を下向きにし て、 平らで柔らかい、 安全な台の上に置きます。

3. 片方の手で タ ブをつまんだままにし、 も う 一方の手でコ ラム台をモニ タから引っ張って取り外し ます。

コ ラム台の取り外し

Å警告 ： 台を取り外す時に、 指をはさんだ り こすっ た り し ないよ う に注意し て く だ さ い。

4. モニ タ およびモニ タ台を元の梱包箱に収納し ます。
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ダブルヒ ンジ モニタの折り たたみ
モニ タ を運搬する場合に、 モニ タ台を取り外す必要はあ り ません。 ダブルヒ ンジ モニ タ を運搬する場合は、 梱 

包箱に入っ ていた時と同じ よ う に折り たたみます。

Å警告 ： ダブルヒ ンジ モニ タ を折り たたむ時は、 画面を下に し て置かないで く だ さ い。 モニ タ台のヒ ンジが飛び出て、 けが 

をする恐れがあ り ます。

1. モニ タ を横向きに回転させて、 傾き をま っすぐに直し ます。

2. ヒ ンジが水平になるまでモニ タの高さ を下げます。

ヒ ンジに手が届 く よ う にするため、 モニ タ画面は机に対し て垂直にし てお く 必要があ り ます。

3. 運搬用のス ト ラ ッ プをモニ タ台に巻いて強 く 締め、 ス ト ラ ッ プの端を切り込みに差し込むこ と で両端をつ
なぎます。

4. 机に対し て水平になるよ う にモニ タ を下げます。
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5. モニ タ を縦向きに回転させます （以下の図で、 直線の矢印がユーザから見た方向を示し ます）。

6. 折り たたんだモニ タ を、 画面を上にし て元の梱包箱に収納し ます。
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A
ト ラブルシューテ ィ ング

一般的な ト ラブルの解決方法
以下の表に、 発生する可能性のある ト ラ ブル、 考えられる原因、 および推奨する解決方法を示し ます。

ト ラブル 解決方法 

電源ラ ンプが点灯し ていない 電源ボ タ ン を押し てあ り、 電源コー ド がアース された電源コ ンセン ト と モニ タ に正し く 接続され
ている こ と を確認し ます

OSDメ ニューの[Bezel Power LED] （ベゼルの電源ラ ンプ） オプシ ョ ンが[Off] （オフ） に設定さ  

れていないかど う か確認し、 設定されている場合は[On] （オン） モー ド に設定し ます

画面に何も表示されない 電源コー ド を接続し て、 電源を入れます

ビデオ ケーブルを正し く 接続し ます。 詳し く は 「モニ タのセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く だ さ い

キーボー ドのキーを押すかマウスを動かし て、 画面表示を消すユーテ ィ リ テ ィ を無効に し ます

高精細度 （HD） コ ンテンツを
表示 し ている時に、 画面が黒

く な るか、 または低い解像度
で表示される

お使いのモニ タ と コ ンピ ュー タがHDCPに対応し ているかど うかを確認し ます

詳し く は、 「HDCP （High-Bandwidth Digital Content Protection）」 または 
http://www.hp.com/support/を参照し て く だ さい

画像がぼやけている、不鮮明、

または暗すぎる

モニ タの前面にある自動/選択ボタ ンを押し ます。 それで も画質が改善されない場合は、 メ ニュー

ボ タ ンを押し てOSD メ ニューを開き、 必要に応じ て輝度およびコ ン ト ラ ス ト のスケールを調整し
ます

画像が中央に表示されない メ ニ ュー ボ タ ン を押し て OSD メ ニ ューを表示し ます。 [Image Control] （イ メ ージ コ ン ト ロー   

ル） を選択し てから、 [Horizontal Position] （水平表示位置） または[Vertical Position] （垂直  
表示位置） を選択し て、 画像の水平位置または垂直位置を調整し ます

画面に [Check Video Cable]  
（ビデオケーブルのチ ェ ッ ク）
と表示される

モニ タのVGA ビデオ ケーブルを コ ンピ ュータのVGA コネ ク タに接続するか、 またはDVI-D ビデオ 

ケーブルを コ ンピ ュータのDVIコネ ク タに接続し ます。ビデオ ケーブルを接続する時にコ ンピ ュー 
タの電源がオ フにな っ ている こ と を確認し て く だ さい

画面に [Input Signal Out of   
Range] （範囲外の信号を入力
し ています） と表示される

コ ンピ ュータ を再起動し、 Safeモー ド に入り ます。 サポー ト されている設定値に変更し ます （付録

Bの 「プ リ セ ッ ト  ビデオ モー ド 」 にある表を参照）。 コ ンピ ュー タ を再起動し、 新し い設定値を有  
効に し ます

画像がぼやけてお り、 ゴース
ト や影が表示される

コ ン ト ラ ス ト および輝度を調整し ます

延長ケーブルやス イ ッ チ ボ ッ ク スを使用し ていないこ と を確認し ます。 コ ンピ ュー タの背面にあ 

るグラ フ ィ ッ ク ス カー ド の出力コネク タ に、 モニ タ を直接接続する こ と をおすすめし ます

VGA入力を使用し ている場合は、 自動調整機能によ っ て この問題が解決される こ とがあ り ます

モニ タ を最適な解像度に設定
できない

グラ フ ィ ッ ク ス カー ドが最適な解像度をサポー ト し ている こ と を確認し ます

グラ フ ィ ッ ク ス カー ド でサポー ト される最新の ド ラ イバがイ ンス ト ールされている こ と を確認し 
ます。HPシステムおよびCompaqシステムの場合は、http://www.hp.com/support/からお使
いのシステムの最新のグラ フ ィ ッ ク ス ド ラ イバをダウンロー ド でき ます

その他のシステムの場合は、 お使いのグラ フ ィ ッ ク ス カー ドのWebサイ ト を参照し て く だ さ い

http://www.hp.com/support/
http://www.hp.com/support/


ト ラ ブルシ ューテ ィ ング

A–2 ユーザーズ ガイ ド

HP Webサイ ト からのサポー ト 情報の入手
カス タ マ サービスにお問い合わせになる前に、 http://www.hp.com/support/のHP テ クニカル サポー ト を参照し  

て く だ さい。

お住まいの国または地域を選択し、 お使いのモニ タのサポー ト  ページへのリ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

お問い合わせになる前に
ト ラ ブルシューテ ィ ングの項目を参照し ても問題が解決し ない場合は、 テクニカル サポー ト をご利用 く だ さい。 テクニ 

カル サポー ト のお問い合わせ先については、 モニ タ に付属の冊子を参照し て く だ さ い。 テ ク ニカル サポー ト をご利用  

いただ く 際に、 以下のよ う な情報を事前にご準備いただ く と、 解決がよ り迅速になる場合があ り ます。

■ モニ タのモデル番号 （モニ タ背面のラベルに記載されています）

■ モニ タのシ リ アル番号 （モニ タ背面のラベルに記載されています。 OSDの[Information] （情報） メ ニューから も確認

できます）

■ 購入年月日および購入店名

■ 問題が発生し た時の状況 （でき るだけ具体的にお願いし ます）

■ 表示されたエラー メ ッ セージ

■ ハー ド ウ ェ ア構成

■ お使いのハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの名称とバージ ョ ン

製品ラベルの位置
モニ タの製品ラベルには製品番号と シ リ アル番号が記載されています。 お使いのモデルのモニ タ についてHPにお問い合

わせになる時に、 これらの番号が必要になる場合があ り ます。

製品ラベルはモニ タの背面にあ り ます。

プ ラ グ ア ン ド  プ レ イ 機能が  
動作し ない

モニ タのプ ラ グ ア ン ド  プ レ イ機能が動作するには、 プ ラ グ ア ン ド  プ レ イ機能に対応 し た コ ン    
ピ ュー タ と グラ フ ィ ッ ク ス カー ドが必要です。 お使いのコ ンピ ュー タの製造販売元に確認し て く  

だ さい 
モニ タのビデオ ケーブルをチ ェ ッ ク し、 曲がっ ているピンがないこ と を確認し ます

HP モニ タ  ド ラ イバがイ ンス ト ール されている こ と を確認 し ます。 詳し く は 「 ド ラ イバのイ ンス 

ト ール」 を参照し て く だ さ い。 HPモニ タ  ド ラ イバは、 http://www.hp.com/support/から も 
入手できます

画像が揺れた り、 ち ら ついた

り、 波模様が表示 さ れた り す
る

電気的な干渉を引き起こす可能性のある電気製品を、 モニ タから でき るだけ遠ざけます 
お使いの解像度に対応し た、 モニ タの最大リ フ レ ッ シ ュ  レー ト を使用し ます

モニ タが常にス リ ープ モー ド  

（オレ ンジ色のラ ンプ） にな っ
ている

コ ンピ ュータの電源スイ ッ チがオンにな っ ている必要があ り ます

コ ンピ ュー タのグラ フ ィ ッ ク ス カー ドが所定のスロ ッ ト に し っかり と差し込まれている必要があ 

り ます

モニ タのビデオ ケーブルがコ ンピ ュー タ に正し く 接続されている こ と を確認し ます

モニ タのビデオ ケーブルをチ ェ ッ ク し、 曲がっ ているピンがないこ と を確認し ます

お使いのコ ンピ ュー タが動作し ている こ と を確認し ます。 それには、 [Caps Lock]キーを押し、 ほ 
と んどのキーボー ド にある Caps Lock ラ ンプの状態を調べます。 コ ン ピ ュー タが動作し ていれば、 

[Caps Lock]キーを押すたびにラ ンプが点灯または消灯するはずです

USB 2.0ポー ト が動作し ない USBハブ ケーブルをモニ タおよびコ ンピ ュー タ に し っかり と接続し ます

ト ラブル 解決方法 （続き）

http://www.hp.com/support/
http://www.hp.com/support/


ユーザーズ ガイ ド B–1

B
技術仕様

以下の仕様はすべて、 HPの部品製造元から提供されている標準的な仕様を表し ています。 このため、 実際の動作レベル

とは異なる場合があり ます。

HP LCDモニタ
表面処理 ： ハー ド  コーテ ィ ング処理済み反射防止偏光子 （一部のモデルのみ）

入力端子 ：

■ VGA 15ピンDタ イプ コネク タ

■ DVI-D 24ピンDタ イプ コネク タ （一部のモデルのみ）

■ HDMIコネク タ （一部のモデルのみ）

仕様 

vp15モデル

デ ィ スプレ イのタ イプ ：

画面サイズ ：

表示可能画像サイズ ：

傾斜角度 ：

最大質量 （非梱包時） ：

寸法 （モニ タ台を含む） 
（高さ×幅×奥行き） ：

最大グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

最適グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

テキス ト  モー ド ：

ド ッ ト  ピ ッ チ ：

水平周波数 （アナログ モー ド） ：

垂直周波数 （アナログ モー ド） ：

環境条件 
温度 （高度には依存し ない）

動作時 ： 
非動作時 ：

相対湿度 ：

電源 ：

消費電力 ：

ス リ ープ モー ド時の消費電力 ：

TFT LCDア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
38.1 cm
15.0イ ンチ/38.1 cm （対角方向）

-5～+25°
3.1 kg
 

354×405×195 mm
1024×768 （75 Hz） アナログ モー ド

1024×768 （60 Hz） アナログ モー ド

720×400
0.297×0.297 mm
24～63 kHz
50～76 Hz
 

5～35℃ 

-20～60℃

20～80%
100～240Vv、 50/60 Hz
最大31 W
標準2 W未満



技術仕様

B–2 ユーザーズ ガイ ド

vp17モデル

デ ィ スプレ イのタ イプ ：

画面サイズ ：

表示可能画像サイズ ：

傾斜角度 ：

最大質量 （非梱包時） ：

寸法 （モニ タ台を含む） 

（高さ×幅×奥行き） ：

最大グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

最適グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

テキス ト  モー ド ：

ド ッ ト  ピ ッ チ ：

水平周波数 （アナログ モー ド） ：

垂直周波数 （アナログ モー ド） ：

環境条件 

温度 （高度には依存し ない）

動作時 ： 
非動作時 ：

相対湿度 ：

電源 ：

消費電力 ：

ス リ ープ モー ド時の消費電力 ：

TFT LCDア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
43.2 cm
17.0イ ンチ/43.2 cm （対角方向）

-5～+25°
5.3 kg
 

398×440×184 mm
1280×1024 （75 Hz） アナログ モー ド

1280×1024 （60 Hz） アナログ モー ド

720×400
0.264×0.264 mm
24～83 kHz
50～76 Hz
 

5～35℃ 

-20～60℃

20～80%
100～240Vv、 50/60 Hz
最大45 W
標準2 W未満

vp19モデル

デ ィ スプレ イのタ イプ ：

画面サイズ ：

表示可能画像サイズ ：

傾斜角度 ：

最大質量 （非梱包時） ：

寸法 （モニ タ台を含む） 
（高さ×幅×奥行き） ：

最大グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

最適グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

テキス ト  モー ド ：

ド ッ ト  ピ ッ チ ：

水平周波数 （アナログ モー ド） ：

垂直周波数 （アナログ モー ド） ：

環境条件 
温度 （高度には依存し ない）

動作時 ： 

非動作時 ：

相対湿度 ：

電源 ：

消費電力 ：

ス リ ープ モー ド時の消費電力 ：

TFT LCDア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
48.3 cm
19.0イ ンチ/48.3 cm （対角方向）

-5～+25°
5.3 kg
 

427×484×184 mm
1280×1024 （75 Hz） アナログ モー ド

1280×1024 （60 Hz） アナログ モー ド

720×400
0.294×0.294 mm
24～83 kHz
50～76 Hz
 

5～35℃ 
-20～60℃

20～80%
100～240Vv、 50/60 Hz
最大47 W
標準2 W未満

仕様 （続き）



技術仕様

ユーザーズ ガイ ド B–3

FP1707モデル

デ ィ スプレ イのタ イプ ：

画面サイズ ：

表示可能画像サイズ ：

傾斜角度 ：

最大質量 （非梱包時） ：

寸法 （モニ タ台を含む） 

（高さ×幅×奥行き） ：

最大グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

最適グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

テキス ト  モー ド ：

ド ッ ト  ピ ッ チ ：

水平周波数 （アナログ モー ド） ：

垂直周波数 （アナログ モー ド） ：

環境条件 

温度 （高度には依存し ない）

動作時 ： 
非動作時 ：

相対湿度 ：

電源 ：

消費電力 ：

ス リ ープ モー ド時の消費電力 ：

TFT LCDア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
43.2 cm
17.0イ ンチ/43.2 cm （対角方向）

-5～+25°
4.6 kg
 

392×441×207 mm
1280×1024 （75 Hz） アナログ モー ド

1280×1024 （60 Hz） アナログ モー ド

720×400
0.264×0.264 mm
24～83 kHz
50～76 Hz
 

5～35℃ 

-20～60℃

20～80%
100～240Vv、 50/60 Hz
最大45 W
標準2 W未満

WF1907モデル

デ ィ スプレ イのタ イプ ：

画面サイズ ：

表示可能画像サイズ ：

傾斜角度 ：

最大質量 （非梱包時） ：

寸法 （モニ タ台を含む） 
（高さ×幅×奥行き） ：

最大グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

最適グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

テキス ト  モー ド ：

ド ッ ト  ピ ッ チ ：

水平周波数 （アナログ モー ド） ：

垂直周波数 （アナログ モー ド） ：

環境条件 
温度 （高度には依存し ない）

動作時 ： 

非動作時 ：

相対湿度 ：

電源 ：

消費電力 ：

ス リ ープ モー ド時の消費電力 ：

TFT LCDア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
48.3 cm
19.0イ ンチ/48.3 cm （対角方向）

-5～+25°
4.9 kg
 

374×511×207 mm
1440×900 （60 Hz） アナログ モー ド

1440×900 （60 Hz） アナログ モー ド

720×400
0.294×0.294 mm
24～83 kHz
50～76 Hz
 

5～35℃ 
-20～60℃

20～80%
100～240Vv、 50/60 Hz
最大49 W
標準2 W未満

仕様 （続き）



技術仕様

B–4 ユーザーズ ガイ ド

w1907モデル

デ ィ スプレ イのタ イプ ：

画面サイズ ：

表示可能画像サイズ ：

傾斜角度 ：

最大質量 （非梱包時） ：

寸法 （モニ タ台を含む） 

（高さ×幅×奥行き） ：

最大グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

最適グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

テキス ト  モー ド ：

ド ッ ト  ピ ッ チ ：

水平周波数 （アナログ モー ド） ：

垂直周波数 （アナログ モー ド） ：

環境条件 

温度 （高度には依存し ない）

動作時 ： 
非動作時 ：

相対湿度 ：

電源 ：

消費電力 ：

ス リ ープ モー ド時の消費電力 ：

TFT LCDア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
48.3 cm
19.0イ ンチ/48.3 cm （対角方向）

-5～+25°
5.0 kg
 

380×454×185 mm
1440×900 （60 Hz） アナログ モー ド

1440×900 （60 Hz） アナログ モー ド

720×400
0.283×0.284 mm
24～83 kHz
50～76 Hz
 

5～35℃ 

-20～60℃

20～80%
100～240Vv、 50/60 Hz
最大49 W
標準2 W未満

w2007モデル

デ ィ スプレ イのタ イプ ：

画面サイズ ：

表示可能画像サイズ ：

傾斜角度 ：

最大質量 （非梱包時） ：

寸法 （モニ タ台を含む） 
（高さ×幅×奥行き） ：

最大グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

最適グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

テキス ト  モー ド ：

ド ッ ト  ピ ッ チ ：

水平周波数 （アナログ モー ド） ：

垂直周波数 （アナログ モー ド） ：

環境条件 
温度 （高度には依存し ない）

動作時 ： 

非動作時 ：

相対湿度 ：

電源 ：

消費電力 ：

ス リ ープ モー ド時の消費電力 ：

TFT LCDア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
50.8 cm
20.0イ ンチ/50.8 cm （対角方向）

-5～+25°
6.0 kg
 

397×490×184 mm
1680×1050 （60 Hz） アナログ モー ド

1680×1050 （60 Hz） アナログ モー ド

720×400
0.282×0.282 mm
24～83 kHz
55～76 Hz
 

5～35℃ 
-20～60℃

20～80%
100～240Vv、 50/60 Hz
最大52 W
標準2 W未満

仕様 （続き）



技術仕様

ユーザーズ ガイ ド B–5

w2207モデル

デ ィ スプレ イのタ イプ ：

画面サイズ ：

表示可能画像サイズ ：

傾斜角度 ：

最大質量 （非梱包時） ：

寸法 （高さ×幅×奥行き）

（最高） ： 

（最低） ：

最大グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

最適グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

テキス ト  モー ド ：

ド ッ ト  ピ ッ チ ：

水平周波数 （アナログ モー ド） ：

垂直周波数 （アナログ モー ド） ：

環境条件 

温度 （高度には依存し ない）

動作時 ： 

非動作時 ：

相対湿度 ：

電源 ：

消費電力 ：

ス リ ープ モー ド時の消費電力 ：

TFT LCDア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
55.9 cm
22.0イ ンチ/55.9 cm （対角方向）

-5～+25°
9.0 kg

481×523×289 mm 
371×523×289 mm
1680×1050 （60 Hz） アナログ モー ド

1680×1050 （60 Hz） アナログ モー ド

720×400
0.282×0.282 mm
24～83 kHz
50～76 Hz
 

5～35℃ 
-20～60℃

20～80%
100～240Vv、 50/60 Hz
最大65 W
標準2 W未満

w2408モデル

デ ィ スプレ イのタ イプ ：

画面サイズ ：

表示可能画像サイズ ：

傾斜角度 ：

最大質量 （非梱包時） ：

寸法 （高さ×幅×奥行き）

（最高） ： 

（最低） ：

最大グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

最適グラ フ ィ ッ ク ス解像度 ：

テキス ト  モー ド ：

ド ッ ト  ピ ッ チ ：

水平周波数 （アナログ モー ド） ：

垂直周波数 （アナログ モー ド） ：

環境条件 

温度 （高度には依存し ない）

動作時 ： 
非動作時 ：

相対湿度 ：

電源 ：

消費電力 ：

ス リ ープ モー ド時の消費電力 ：

TFT LCDア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
61.0 cm
24.0イ ンチ/61.0 cm （対角方向）

-5～+25°
9.8 kg

500×586×289 mm 
415×586×289 mm
1920×1200 （60 Hz） アナログ モー ド

1920×1200 （60 Hz） アナログ モー ド

720×400
0.282×0.282 mm
24～94 kHz
48～85 Hz
 

5～35℃ 

-20～60℃

20～80%
100～240Vv、 50/60 Hz
最大130 W
標準2 W未満

仕様 （続き）
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B–6 ユーザーズ ガイ ド

プ リセッ ト  ビデオ モード
このモニ タ では、 多 く のプ リ セ ッ ト  ビデオ入力モー ドが自動的に認識され、 正しいサイズの画像が画面の中央に表示

されます。 最も一般的に使用されるデ ィ スプレ イ解像度である次のモー ドが、 工場出荷時に割り当てられます。

■ vp15は、 プ リ セ ッ ト  モー ド 1～11をサポー ト

■ vp17、 vp19、 およびFP1707は、 プ リ セ ッ ト  モー ド 1～15をサポー ト

■ WF1907およびw1907は、 プ リ セ ッ ト  モー ド 1～16をサポー ト

工場出荷時のプ リ セッ ト  ビデオ入力モー ド ： vp15、 vp17、 vp19、 FP1707 

プ リ セッ ト 解像度 水平周波数 （kHz） 垂直周波数 （Hz）

1 640×480 31.4 59.9

2 640×480 37.8 72.8

3 640×480 37.5 75.0

4 720×400 31.4 70.0

5 800×600 37.8 60.3

6 800×600 48.0 72.1

7 800×600 46.8 75.0

8 832×624 49.7 74.5

9 1024×768 48.3 60.0

10 1024×768 56.4 70.0

11 1024×768 60.0 75.0

12 1152×870 68.6 75.0

13 1152×900 71.7 76.1

14 1280×1024 63.9 60.2

15 1280×1024 79.9 75.0

工場出荷時のプ リ セッ ト  ビデオ入力モー ド ： WF1907、 w1907 

プ リ セッ ト 解像度 水平周波数 （kHz） 垂直周波数 （Hz）

1 640×480 31.5 59.9

2 640×480 37.5 75.0

3 720×400 31.5 70.0

4 800×600 37.9 60.3

5 800×600 46.9 75.0

6 832×624 49.7 74.5

7 1024×768 48.4 60.0

8 1024×768 60.0 75.0

9 1152×720 44.9 60.0

10 1152×870 68.7 75.1

11 1152×900 61.8 65.9

12 1280×768 47.4 60.0

13 1280×960 60.0 60.0

14 1280×1024 63.9 60.0
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ユーザーズ ガイ ド B–7

■ w2007は、 プ リ セ ッ ト  モー ド 1～18をサポー ト

15 1280×1024 79.9 75.0

16 1440×900 55.9 59.9

工場出荷時のプ リ セッ ト  ビデオ入力モー ド ： w2007 

プ リ セッ ト 解像度 水平周波数 （kHz） 垂直周波数 （Hz）

1 640×480 31.4 59.9

2 640×480 37.5 75.0

3 720×400 31.5 70.0

4 800×600 37.9 60.3

5 800×600 46.8 75.0

6 832×624 49.7 74.5

7 1024×768 48.3 60.0

8 1024×768 60.0 75.0

9 1024×768 68.6 85.0

10 1152×720 44.8 60.0

11 1152×870 68.7 75.0

12 1152×900 61.8 65.9

13 1280×768 47.4 76.1

14 1280×960 60.0 60.0

15 1280×1024 63.9 60.0

16 1280×1024 79.9 75.0

17 1440×900 59.9 59.9

18 1680×1050 65.2 60.0

工場出荷時のプ リ セッ ト  ビデオ入力モー ド ： WF1907、 w1907 （続き）

プ リ セッ ト 解像度 水平周波数 （kHz） 垂直周波数 （Hz）
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■ w2207は、 プ リ セ ッ ト  モー ド1～18をサポー ト

■ w2408は、 プ リ セ ッ ト  モー ド1～24をサポー ト

工場出荷時のプ リ セッ ト  ビデオ入力モー ド ： w2207 

プ リ セッ ト 解像度 水平周波数 （kHz） 垂直周波数 （Hz）

1 640×480 31.4 59.9

2 640×480 37.5 75.0

3 720×400 31.5 70.0

4 800×600 37.9 60.3

5 800×600 46.9 75.0

6 832×624 49.7 74.5

7 1024×768 48.4 60.0

8 1024×768 60.0 75.0

9 1152×720 44.8 60.0

10 1152×870 68.7 75.1

11 1152×900 61.8 65.9

12 1280×768 47.4 60.0

13 1280×960 60.0 60.0

14 1280×1024 63.9 60.0

15 1280×1024 79.9 75.0

16 1440×900 55.9 59.9

17 1600×1000 61.6 60.0

18 1680×1050 65.3 60.0

工場出荷時のプ リ セッ ト  ビデオ入力モー ド ： w2408 

プ リ セッ ト 解像度 水平周波数 （kHz） 垂直周波数 （Hz）

1 640×480 31.5 59.9

2 640×480 37.5 75.0

3 720×400 31.5 70.0

4 800×600 37.9 60.3

5 800×600 46.9 75.0

6 832×624 49.7 74.5

7 1024×768 48.4 60.0

8 1024×768 60.0 75.0

9 1152×720 44.8 60.0

10 1152×870 68.7 75.1

11 1152×900 61.8 65.9

12 1280×768 47.4 60.0

13 1280×960 60.0 60.0

14 1280×1024 63.9 60.0
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LCDモニタの品質およびピクセルに関する方針
HP LCDモニ タは、 故障のない高い性能を保証できるよ う にするため、 高度な規格に基づいて製造された高精度のテク ノ  

ロジを採用し ています。 それでもなお、 デ ィ スプレ イに小さ な輝点、 暗点、 または黒点が現れる とい う外見上の欠陥が
発生する場合があ り ます。 これはどのメ ーカーから提供されるLCDデ ィ スプレ イにも共通する ものであ り、 HP LCDモニ 

タに特有の問題ではあ り ません。 1つ以上のピ クセルまたはサブピ クセルに欠陥がある場合、 この問題が発生し ます。

■ 1ピ クセルは、 赤、 緑、 青のサブピ クセル1つずつから成り ます。

■ 欠陥のあるピ クセル全体は常に点灯し ている （暗い画面に輝点が表示される） か、 常に消灯し ています （明るい画

面に暗点が表示される）。 点灯し ているピ クセルは、 よ りはっ き り と確認できます。

■ 欠陥のあるサブピ ク セル （欠陥 ド ッ ト ） は、 欠陥のあるピ クセル全体よ り見えに く く 、 また小さいため、 特定の画

面背景上でのみ確認できます。

欠陥のあるピ クセルを確認するには、 モニ タ を通常の動作環境、 通常の動作モー ド 、 およびサポー ト される解像度と リ
フ レ ッ シ ュ  レー ト で使用し、 画面から50 cmほど離れた位置で見ます。

業界での技術改良が進み、 外見上の欠陥が少ないデ ィ スプレ イが生産されるよ う になる こ とが期待されます。 HP では、

製品の改良に合わせてガイ ド ラ イ ンを調整し てい く 予定です。

お使いのHP LCDモニ タ について詳し く は、 HPのWebサイ ト http://www.hp.com/support/を参照し て く だ さ い。

電源コードの要件
このモニ タの電源には自動ラ イ ン電圧切替機能 （ALS） が付属し ています。 この機能によ っ て、 モニ タは100～240Vの

AC電圧、 50/60 Hz、 1.5Aで動作し ます。

このモニ タに付属の電源コー ド およびプ ラグは、 電気用品安全法に適合し てお り、 日本国内でご使用いただけます。

お買い上げの製品を海外でお使いになる場合は、 その国で認定された電源コー ド をお買い求め く だ さい。

電源コー ド は、 製品のラベルに記載された電圧と電流の定格に適合し たものでなければな り ません。 ラベルに記載され

ている値よ り大きい定格のコー ド を使用し て く だ さい。 また、 ワイヤの直径は0.75 mm2/18 AWG以上、 長さは1.5～  

3.6 mでなければな り ません。 使用する電源コー ドの種類については、 HPのサポー ト 窓口までお問い合わせ く だ さい。

電源コー ド は、 踏まれた り、 上に物が置かれて引っ張られた り し ないよ う に配線し て く だ さい。 また、 誤っ て踏んだ り
足を引っかけた り し ないよ う に、 プ ラグ、 コ ンセン ト 、 および製品側の電源コネク タの取扱いにも注意し て配線し て く
だ さい。

15 1280×1024 79.9 75.0

16 1440×900 55.9 59.9

17 1440×900 70.6 75.0

18 1600×1000 61.6 60.0

19 1680×1050 65.3 60.0

20 1600×1200 75.0 60.0

21 1600×1200 93.8 75.0

22 1920×1080 67.2 60.0

23 1920×1200 74.0 60.0

24 1920×1200 74.6 60.0

工場出荷時のプ リ セッ ト  ビデオ入力モー ド ： w2408 （続き）

プ リ セッ ト 解像度 水平周波数 （kHz） 垂直周波数 （Hz）

http://www.hp.com/support/
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C
規定に関するご注意

この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づ く ク ラ スB情報技術装置です。 この装置は、

家庭環境で使用する こ と を目的と し ていますが、 この装置がラ ジオやテレビジ ョ ン受信機に近接し て使用される と、 受
信障害を引き起こすこ とがあ り ます。

取扱説明書に従って正しい取り扱いを し て下さ い。

有害物質の破棄
このHP製品には、 廃棄の際に特別な処理を必要とする水銀が液晶デ ィ スプレ イの蛍光ラ ンプに含まれています。 これら

の物質の廃棄には環境保護のための規定が設けられている場合があ り ます。 廃棄またはリサイ クルについての情報は、
お住まいの地域の自治体またはEIA （Electronic Industry Alliance） （http://www.eiae.org/） にお問い合わせ く だ さい。

電源コード について
製品には、 同梱された電源コー ド をお使い下さ い。

同梱された電源コー ドは、 ほかの製品では使用出来ません。

日本における含有物質の表示
2005年、 日本における製品含有表示方法、 JISC0950が公示されま し た。 製造事業者は、 2006年7月1日以降に販売され

る電気・電子機器の特定化学物質の含有に付きま し て情報提供を義務付けられま し た。製品の部材表示に付きま し ては、
http://www.hp.com/go/jisc0950/を参照し て く だ さい。

国際エネルギー スター プログラム
弊社は、 国際エネルギー ス ター プログラムの参加事業者と し て、 本製品が国際エネルギー ス ター プ    

ログラムの基準に適合し ている と判断し ます。

このプログラムは、 家庭、 オフ ィ ス、 工場などで使用する装置のエネルギー効率を向上させる こ と で、
省エネルギー /省資源を促進する と と もに大気汚染を防止する こ と を目的と し て実施された もので

す。

ENERGY STAR®は、 米国政府が所有する登録商標です。

HPリサイ クル プログラム
HPでは、 使用済みのHP製および他社製ハー ド ウ ェ アの回収プログラムを一部の地域で実施し ています。

規定要件およびお客様からの要望の違いに応じ て、 プログラムの実施条件や実施状況も地域によ り異な り ます。 HPのリ

サイ クル プログラムについては、 HPのWebサイ ト （http://h50055.www5.hp.com/ipg/supplies/recycling/hardware/ 
jp/ja/household.asp） を参照し て く だ さい。

✎ 注： コ ンピ ュータに内蔵されているバッ テ リは家庭用ごみと し て捨てないで く だ さ い。内蔵バッ テ リ を処分する場合は、
お住まいの地域の地方自治体の規則または条例に従っ て、 公共の収集システム等を利用し て正し く 廃棄またはリサイ ク
ルし て く だ さい。

http://www.eiae.org/
http://www.hp.com/go/jisc0950/
http://www.hp.com/go/jisc0950/
http://h50055.www5.hp.com/ipg/supplies/recycling/hardware/jp/ja/household.asp
http://h50055.www5.hp.com/ipg/supplies/recycling/hardware/jp/ja/household.asp
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PCリサイ クルシール
「資源有効利用促進法」 に基づき、 ご家庭で使用済みと な ったパソ コ ンの、 メ ーカー等によ る回収および再資源化がス
ター ト し ま し た。 日本HPでは、 個人のお客様の購入比率が高い本製品を家庭系パソ コ ン リサイ クル対象商品と し、 PCリ

サイ クルシールを製品本体に貼付し て出荷し ています。 本シールの貼付された弊社製品が不要と なった場合には、 弊社
にて回収再資源化を無償で実施し ます。

PCリサイ クルシールには登録ナンバーが印字されてお り ますので、 絶対にはがさ ないで く だ さい。 万一、 本シールをは

がし た り紛失し た り されますと、 排出時に回収再資源化料金をご負担いただ く 場合がございます。

排出時の連絡先

日本ヒ ューレ ッ ト ・ パッ カー ド株式会社 家庭系PCリサイ クル窓口

■ 電話番号 ： 0120-152523

■ FAX番号 ： 045-441-2556

■ e-mail ： pc-recycle@isp21.co.jp

■ 受付時間 ： 月～金10:00～12:00/13:00～17:00 
（休日 ： 土、 日、 祝日、 および年末年始等当社の休日）

※電話番号などの連絡先は、 予告な く 変更と なる場合があ り ます。 その節はご容赦願います。

Part number: 440143-293
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